
み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

高
血
圧
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

高
血
圧
は
脳
梗こ
う
そ
く塞
や

虚
血
性
心
疾
患
、
慢
性

腎
臓
病
な
ど
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
高
血
圧

と
は
ど
ん
な
病
気
な
の

か
、
予
防
の
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽�
と
き　
２
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
受

け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
）
～
午
後

0
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容
　
高
血
圧
の
話
、
減
塩
食
の
試
食

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
味
噌
汁
（
希
望
者
に
塩

分
測
定
を
し
ま
す
）

▽�

申
し
込
み　

２
月

17
日
火
ま
で
に
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
、

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽�とき　２月 18日水・午前 10時～正午　　　 ▽ �ところ　山鹿公民館　和室
※�絵本やおもちゃを用意して待っています。

♥ぽんちゃんのにこにこ絵本

　 ▽ �とき　２月２日月・午前 11時～ 11時 30分

♥豆まき（15組限定）

　 ▽ �とき　２月３日火・午前 10時～ 11時 　

　 ※１月 20日火から予約開始

♥きりんパーク
　 ▽ �とき　２月 4日水・午前９時～正午
　※センター内の奥のホールで体を動かして遊べますよ。

♥音楽DEことばあそび（10組程度）
　 ▽ �とき　２月 13日金・午前 10時～ 11時

　 ▽ �持ってくるもの　水分補給の飲み物
　※�動きやすい服装で来てください。

２月の日曜開館日　８日・22日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー

　 ※１月 30日金から予約開始

♥吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　２月 20日金・午前 11時～ 11時 30分

♥育児相談
　�【栄養の話】 
　管理栄養士による食育の指導と進め方相談

　 ▽ �とき　２月10日火・午前10時～11時
　�【たんぽぽ相談】
　保健師・管理栄養士による相談

　� 　２月の相談はありませんが、気になることがあれ
ば、気軽に電話してください。※次回３月 10日火

対象は、就学前のこどもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

みんなで元気に
なろうや！講座

広報あしや　2026.2 ⑩



地
域
の
人
や
専
門
職

の
人
が
気
軽
に
集
い
、

交
流
を
図
り
な
が
ら

く
つ
ろ
ぐ
場
所
で
す
。

音
楽
を
使
っ
た
脳
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
体

験
や
、
専
門
職
の
人

か
ら
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　
２
月
24
日
火
・
午
前
10
時
（
受

け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら
）
～
11
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て

い
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

内
容　
音
楽
脳
ト
レ
、
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
２
月
17
日
火
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

令
和
８
年
度
児
童
生
徒
就
学
援
助

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

　

経
済
的
な
理
由
で
小
中

学
校
へ
の
就
学
が
困
難
な

世
帯（
生
活
保
護
世
帯
は
除

く
）
に
、学
用
品
費
や
給
食

費
、修
学
旅
行
費
な
ど
を
助

成
し
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、入
学
前
（
3

月
中
旬
）に
新
入
学
学
用
品

費
の
支
給
を
希
望
す
る
人
は
、次
の
申
請

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
請
期
限
　
２
月
20
日
金

※�

申
請
期
限
後
も
、
４
月
末
ま
で
に
申
請

し
、
認
定
さ
れ
た
人
に
は
１
学
期
の
就

学
援
助
費
振
込
時
（
７
月
末
～
８
月
上

旬
）
に
新
入
学
学
用
品
費
を
含
め
て
支

給
し
ま
す
。

▽�

対
象
　
世
帯
全
員
の
所
得
な
ど
が
一

定
の
基
準
以
下
の
世
帯
で
あ
り
、
次

の
❶
～
❹
の
全
て
を
満
た
す
人

❶�

児
童
生
徒
が
令
和
８
年
４
月
に
町
内

の
小
中
学
校
に
入
学
予
定
の
人

❷�

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
人

❸�
申
請
時
に
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

（
令
和
８
年
３
月
末
以
前
に
町
外
に
転

出
す
る
人
を
除
く
）

❹�

生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

※�

入
学
前
支
給
を
受
け
た
後
、
転
出
な

ど
に
よ
り
対
象
か
ら
外
れ
た
場
合
は
、

返
還
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▽�

提
出
書
類　
申
請
書

と
手
引
き
は
、
学
校

教
育
課
窓
口
ま
た

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
学
校
教
育
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
７
）
へ

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

２
月
５
日
木
＝
橋は

し
も
と本

求も
と
む相

談
員

◎�

２
月
19
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

２
月
17
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
4
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽
相
談
時
間
　
1
人
（
組
）
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
1
枠
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※�

係
争
中
の
案
件
や
刑
事
事
件
に
関
す

る
相
談
、
同
一
・
同
種
の
案
件
の
反

復
的
・
継
続
的
な
相
談
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　

２
月
2
日
月
か
ら
、
庶

務
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

農
業
委
員
募
集

　

芦
屋
町
農
業
委
員
会
で
は
、
現
職
の

委
員
が
７
月
19
日
に
任
期
満
了
を
迎
え

る
た
め
、
新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

任
期　
７
月
20
日
～
令
和
11
年
７
月

19
日
（
３
年
間
）

▽�

募
集
人
数　
８
人

※�

農
業
委
員
の
年
齢
、
性
別
な
ど
に
著

し
い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

▽�

業
務
内
容

◦�

農
地
法
の
許
認
可
や
違
反
転
用
の
早

期
発
見

◦�

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
に
伴
う
現
地

調
査
、
指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル

◦�

農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
と
助
言
指
導

▽�

対
象　
農
業
に
詳
し
く
、
農
地
利
用

の
推
進
や
農
業
委
員
会
に
関
す
る
業

務
な
ど
を
適
切
に
行
え
る
人

▽�

募
集
方
法　
推
薦
ま
た
は
自
薦

▽�

申
し
込
み　
２
月
２
日
月
～
27
日
金

に
農
林
水
産
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

４
４
）
へ

※�

詳
し
く
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

募
集

・
相
談

町ホームページ
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緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
装
置
）
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

急
病
や
健
康
相
談
な
ど
が
必
要
な
と

き
、
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。
受
信
セ
ン
タ
ー
は

必
要
に
応
じ
消
防
署
な
ど
に
連
絡
を
行

い
ま
す
。

▽�

対
象　
緊
急
の
通
報
に
困
難
を
抱
え

る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
発
作
的
な

持
病
な
ど
が
あ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
・
重
度
身

体
障
が
い
者
で
、
固
定
電
話
を
設
置

し
て
い
る
人

▽�

料
金　
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
ま

す
。
月
額
使
用
料
（
生
活
保
護
世
帯

0
円
、
非
課
税
世
帯
2
0
0
円
、
課

税
世
帯
5
0
0
円
）

▽�

利
用
手
続　

役
場
に
申
し
込
み
後
、

利
用
者
の
世
帯
状
況
や
身
体
状
況
な

ど
を
調
査
し
た
う
え
で
、
貸
出
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２

２
3
‐
３
５
３
６
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
に

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
健
康
や
医
療
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、年
３
回（
７
月
、

11
月
、
翌
２
月
）
医
療
費
通
知
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
８
月
～
11
月
診
療
分
の
医

療
費
通
知
の
発
送
は
、
２
月
中
旬
で
す
。

被
保
険
者
本
人
の
住
所
（
送
付
先
変
更

を
行
っ
て
い
る
場
合
を
除
く
）
に
圧
着

は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

※�

通
知
作
成
日
時
点
で
亡
く
な
っ
て
い

る
人
の
通
知
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

医
療
機
関
か
ら
の
情
報
受
け
渡
し
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
、
本
通
知
に
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
領
収
書
な
ど
を
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
便
の
事
情
に
よ
り
、
手
元
に
届
く

ま
で
発
送
か
ら
１
週
間
ほ
ど
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）
ま
た
は
、
福
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉

６
５
１
‐
３
１
１
１
）

要
介
護
認
定
で
障
害
者
控
除
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
申
告

す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
が
い

者
に
該
当
す
る
場
合
、「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

お
知
ら
せ

３月６日金から芦屋町テレビ受信料補助金の補助申請受け付けを開始します
　町内でＮＨＫ受信契約を行っていて、令和７年度分（７年４月～８年３月分）の受信料を支払っ
た人（世帯または事業所）のうち、防衛省からの半額助成を受けていない人に地上契
約分の半額相当を補助します（対象世帯には３月初旬に申請書を送付する予定です）。
　申請手続きには必ず「対象期間のＮＨＫ受信料の領収証」が必要です。領収証が
ない場合は、再発行をNHKに直接依頼してください。
領収証の再発行方法

※３月ごろは、ＮＨＫの電話窓口が大変混み合うため、早めの準備をお願いします。

▽ �領収証の発行・受信料に関する問い合わせ（支払い方法により問い合わせ先が異なります。）
支払い方法 問い合わせ先 電話番号

・口座振替払い NHKふれあいセンター
☎０５７０‐０７７‐０７７（ナビダイヤル） 
または☎０５０‐３７８６‐５００３
午前９時～午後６時（土日祝日も受け付け）

・クレジットカード払い
・団体一括払い
・継続振込用紙払い
・そのほかの支払い

NHK北九州放送局
経営管理企画センター

☎５９１‐５０２０
午前 10時～午後５時（平日のみ）

ＮＨＫに電話をして
領収証の再発行を依
頼します

電話で「令和７年４月から令和８年
３月までの領収証の再発行をお願い
します」と伝えるとスムーズです

ＮＨＫから郵送で領
収証（支払証明書）
が届きます

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

町ホームページ

広報あしや　2026.2 ⑫
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健
福
祉
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
く
て
も
、
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
状
態

に
よ
っ
て
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
対
象
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
税
の
申
告
を

行
う
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の

手
帳
に
よ
り
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽�

対
象　
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の

状
態
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
介
護
認
定
者
で
も
一
定
の
基

準
が
必
要
で
す
）

※�

申
請
に
は
、
所
定
の
申
請
書
と
、
場
合

に
よ
り
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

※�

税
控
除
額
は
、
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

２
月
16
日
月
～
３
月
16
日
月

税
の
申
告
を
役
場
で
受
け
付
け
ま
す

　

詳
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込
ん
で
い

る
「
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※�

①
～
④
に
該
当
す
る
人
は
、
次
の
日

程
で
税
理
士
が
相
談
や
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

①
事
業
所
得
が
あ
る
人

②
農
業
、
漁
業
の
所
得
が
あ
る
人

③
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

④�

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
を

受
け
て
い
る
人

▽�

と
き
　
２
月
19
日
木
、
24
日
火
、
25
日

水
、
３
月
5
日
木
、
6
日
金
、
10
日
火

【
確
定
申
告
は
e
︲
t
a
x
で
！
】

　

確
定
申
告
書
は
、
e
︲
t
a
x
を
利

用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
e
︲
t
a
x

は
、
確
定
申
告
期
間

中
24
時
間
利
用
可

能
で
、
自
宅
で
申
告

が
可
能
で
す
。
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画

面
案
内
に
従
っ
て
、
収
入
金
額
な
ど
を

入
力
す
る
だ
け
で
簡
単
に
作
成
で
き
ま

す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
課
税
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
３
４
）

広
報
あ
し
や
配
布
人
募
集

▽�

募
集
人
数　
1
人

▽�

対
象　
令
和
8
年
4
月
1
日
時
点
で

18
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は
法
人
や
団

体
な
ど

▽�

配
布
開
始　
5
月
号
か
ら
（
配
布
期

間
は
4
月
21
日
火
～
25
日
土
）

▽�

配
布
地
域　
粟
屋・大
城（
約
４
3
5
部
）

▽�

委
託
料　
１
回
あ
た
り
１
５
５
０
０

円
（
予
定
）

※�

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）

役
場
が
一
時
停
電
し
ま
す

　

役
場
本
庁
舎
の
工
事
を
行
う
た
め
、

次
の
日
程
で
役
場
が
一
時
停
電
し
ま
す
。

停
電
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

安
全
に
作
業
を
進
め
る
た
め
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�
庁
舎
内
ト
イ
レ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と

福
岡
銀
行
の
A
T
M
は
使
え
ま
せ
ん
。

▽�

と
き
　
1
月
25
日
日
・
午
後
０
時
30

分
～
7
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
役
場
本
庁
舎

▽
工
事
名

　
①
庁
舎
非
常
用
電
源
整
備
工
事

　
②
庁
舎
高
圧
気
中
開
閉
器
取
替
工
事

▽�

工
事
内
容

　

�

①
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
電
気
を
供

給
す
る
電
源
装
置
の
新
設

　

�

②
高
圧
気
中
開
閉
器
と
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
の
取
り
替
え

▽�

停
電
中
の
連
絡
先　
役
場
へ
の
電
話

連
絡
が
で
き
ま
せ
ん
。
急
ぎ
の
人
は
、

中
央
公
民
館　

担
当
：
長
野
（
☎
２

２
2
‐
1
6
8
1
）
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　
契
約
管
財
係
（
☎
２

２
3
‐
３
５
7
６
）

令
和
８
年
度
の
同
好
会
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

　
同
好
会
と
し
て
の
登
録

を
す
る
と
、
公
民
館
や
町

民
会
館
の
施
設
が
、
年
間

を
と
お
し
て
定
期
的
に
利

用
で
き
ま
す
。

※�

申
請
書
は
中
央
公
民

館
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

利
用
す
る
曜
日
や
時
間
が
希
望
ど
お

り
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽��

申
し
込
み　
中
央
公
民
館
（
☎
２
２  

２
‐
１
６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

確定申告書等
作成コーナー

国税庁
ホームページ

町ホームページ
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芦
屋
釜
の
里
鋳
物
講
座

「
錫す
ず
の
古
印
作
り
」

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の
古
印
を
作
り
ま

す
（
桐
箱
付
き
）。

▽�

と
き　
３
月
７
日
土
・
午
前
10
時
～
11

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
４

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
大
人
１
5
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
3
０
０
円
（
入
館
料
を
含
む
）

▽�

申
し
込
み
　
２
月
21
日
土
～
28
日
土

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

梅
見
特
別
呈
茶

　

梅
の
花
咲
く
庭
園
の
風
情
を
楽
し
み

な
が
ら
抹
茶
を
一
服
い
か
が
で
す
か
。

▽�

と
き　
２
月
７
日
土
～
８
日
・
午
前
10

時
～
午
後
4
時
30
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、小・中・

高
校
生
４
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❷
抹
茶
飲
み
比
べ
呈
茶

　

宇
治
抹
茶
と
福
岡
県
産
の
抹
茶
の
飲

み
比
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
２
月
22
日
日
～
23
日
月
・
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
立
礼
席

▽�

内
容　
立
礼
席
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
２
服
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
9
０
０
円
、小・中・

高
校
生
6
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
5
０
０
円
（
お
茶
代
）

❸
ひ
な
ま
つ
り
茶
会

　

早
春
の
清
々
し
い
季
節
に
ひ
な
ま
つ

り
茶
会
を
行
い
ま
す
。
大
人
も
こ
ど
も

も
楽
し
め
る
茶
会
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
３
月
１
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
３
時
受
け
付
け

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
と
ひ
な
ま
つ
り
の
和
菓

子
に
よ
る
茶
会

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、小・中・

高
校
生
４
０
０
円
（
入
館
料
と
お
茶

代
）、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

❹�

春
の
宵
、
さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
inin
芦

屋
釜
の
里

　

春
の
宵
、
夜
桜
の
下
、
茶
室
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
庭
園
の
ラ
イ
ト

お
知
ら
せ

消費者ホットニュース

＜事例 1 ＞
　テレビを見ていて健康食品を試したいと思い、注
文の電話をした。なかなか電話が繋がらず、やっと
繋がった嬉しさと安堵感で、注文を受け付ける人が
早口で何か言っていたが、うわの空で聞き、「はい」
「はい」と生返事をした。届いた健康食品は一回限
りの商品ではなく定期購入だった。
� （70歳代　女性）
＜事例 2 ＞
　テレビショッピングでネックレスが
欲しくなり、注文した。届いたネック
レスはテレビで見たものとは違い、安
っぽく気に入らない。返品しようと電
話をしたが返品を断られてしまった。
� （50歳代　女性）
＜注意＞
●�販売条件の説明を聞き逃していることが多く発

生しています。定期購入か否か確認が必要です。
●電話口で新たな勧誘を受けることがあります。
　その意思がない場合は、きっぱりと断りましょう。
●�電話で新たに勧誘された契約はクーリング・オフ
が可能です。
●�テレビショッピングは実物を確認して購入する
ことができません。そのため、「イメージが違う」
と申し出ても相手の事業者から「イメージ違いは
返品の要件ではない」と断られてしまうことがあ
ります。
●返品の可否や条件を注文時に確認しましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

テレビショッピングは広告だけでなく注文の電話でも確認が必要です！
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　平日役場開庁時に、マイ
ナンバーカードの受け取り
や申請ができない人のため
に、次の日程で休日窓口を
開設します。
※�急きょ中止になる場合は、
ホームページに掲載します。

▽ �とき　２月 28日土・午前８時 30分～正午
� ▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、
申請書貼付写真（ない場合は申請時に無
料で撮影）、通知カード、本人確認書類、
住民基本台帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本
人確認書類、住民基本台帳カード（持っ
ている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免
許証などの顔写真付きは１点、健康保険
証などの顔写真がないものは２点必要で
す。

※�手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付
けなどは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバー休日窓口
ホームページ

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

防災無線の訓練放送
　
　Ｊアラートを活用した全国一斉の情報伝達訓練が
行われます。訓練当日は、戸別受信機や防災行政無
線による訓練放送が流れます。
※�実際の災害と間違えないよう、注意してください。

▽ �とき　２月６日金・午前 11時ごろ
　※予備日　２月20日金・午前11時ごろ

▽放送内容

　♪ 上りチャイム音 ♪
　�「これは、Ｊアラートのテスト

です」×３回　
　「こちらは、芦屋町です」
 ♪ 下りチャイム音 ♪

▽ ��問い合わせ　庶務係（☎２２３‐３５７２）

ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
芦
屋
歴

史
の
里
も
開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▽�
と
き　
３
月
27
日
金
～
28
日
土

�【
コ
ン
サ
ー
ト
】
第
１
回
＝
午
後
６
時
～

６
時
45
分
、
第
２
回
＝
午
後
７
時
40
分

～
８
時
25
分

▽�

演
奏　

蒲
原 
史
子
さ
ん
（
声
楽
）、

日
高 

美
佐
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

▽�

曲
目　
「
さ
く
ら
さ
く
ら
（
日
本
古

謡
）」「
花
（
瀧 

廉
太
郎
）」「
春
（
グ

リ
ー
グ
）」
ほ
か

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　

各
回
60
人
（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

料
金　
大
人
・
こ
ど
も
と
も
１
人
２

１
０
０
円
（
芦
屋
釜
の
里
入
館
料
・

呈
茶
料
・
芦
屋
歴
史
の
里
入
館
料
を

含
む
）

▽
申
込
期
間　
２
月
21
日
土
か
ら

※
予
約
は
一
度
に
４
人
ま
で
で
き
ま
す
。

※�

畳
に
座
っ
て
の
鑑
賞
と
な
り
ま
す
。

※�

い
す
が
必
要
な
場
合
は
予
約
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

【
芦
屋
歴
史
の
里
】
午
後
９
時
ま
で
開
館

【
共
通
項
目
】

▽��

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
釜
の
里

（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

※
❶�

❷
❸
は
事
前
申
込
不
要
❹�

＝
要
予
約

※�

平
日
の
月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
祝

休
日
の
場
合
は
翌
平
日
が
休
館
で
す
。

テ
レ
ビ
の

ｄｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
で

ま
ち
の
情
報
が

見
ら
れ
る
！

◁�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）
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芦
屋
歴
史
の
里
企
画
展
示

■
映
画
「
ト
ラ
・
ト
ラ
・
ト
ラ
！
」
芦

屋
ロ
ケ
の
思
い
出

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
真
珠
湾
攻
撃
を

描
い
た
映
画「
ト
ラ・ト
ラ・ト
ラ
!
」は
、

芦
屋
海
岸
に
製
作
さ
れ
た
巨
大
な
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
時
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
を
と
お
し
、

そ
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

▽�

と
き　
２
月
10
日
火
～
３
月
29
日
日
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
歴
史
の
里

▽�

料
金　
18
歳
以
上
2
０
０
円
、小・中・

高
校
生
1
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
2
‐
2
５
5
5
）

中
央
公
民
館
講
座

■�

芦
屋
基
地
を
見
て
回
ろ
う

　

芦
屋
基
地
の
航
空
機

や
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
部
隊
担
当
者
か
ら

詳
し
く
説
明
し
て
も
ら

い
ま
す
。
少
人
数
な
の

で
、
ゆ
っ
く
り
と
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
都
合

に
よ
り
講
座
が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
25
日
水
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

講
師　
芦
屋
基
地
の
隊
員
の
皆
さ
ん

▽�

定
員　
24
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

（
高
校
生
以
下
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

小
中
学
生
・
乳
幼
児
の
同
伴
は
で
き

ま
せ
ん
。）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
　
1
月
29
日
木
～
２
月
15

日
日
・
午
前
９
時
～
午
後
5
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

■�

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

～
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
考
え
る

　
多
様
性
～

　

メ
デ
ィ
ア
や
S
N
S
な
ど
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
「
多
様
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」
で
す
が
、
日
本
は

世
界
と
比
べ
て
理
解
や
推
進
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
講
座
で
は
、

育
児
や
介
護
、
障
が
い
な
ど
の
身
近
な

場
面
の
多
様
性
を
、
ゲ
ー
ム
体
験
を
と

お
し
て
具
体
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
14
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

講
師　
オ
フ
ィ
ス
荒
武
代
表

　
荒
武
勢
津
子
さ
ん

▽�

定
員　
30
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
　
１
月
27
日
火
か
ら
・
午

前
9
時
～
午
後
5
時
に
電
話
（
☎
２

２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

粘
土
で
ス
イ
ー
ツ
講
座
Ⅱ

　

粘
土
で
か
わ
い
い
ア

イ
ス
パ
フ
ェ
を
作
る
講

座
で
す
。
ソ
ー
ス
で
顔

を
描
い
た
り
、
ホ
イ
ッ

プ
や
い
ろ
い
ろ
な
パ
ー

ツ
で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
す
。
で
き
た
作
品
は
ス
ト
ラ
ッ
プ

に
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

２
月
21
日
土
・
午
後
１
時
～

３
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
10
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着

順
）

▽
参
加
費　
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�
申
し
込
み　
１
月
31
日
土
～
２
月
13

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
（
☎
２
２
２
‐
１
６
８
１
）
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。 

※�

一
度
の
申
し
込
み
で
、
最
大
２
人
ま

で
参
加
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

広
告

広
告
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カラスに注意してください！
　カラスは 3月～４月頃に巣作りを始め、繁殖期は３月～６月半ばまで続き、ひなは９月頃に巣
立ちます。生ごみ散乱や威嚇、ふん被害を防止するため、ご協力をお願いします。
①巣を作らせない
　�　ハンガーや針金、ひもなどはカラスの巣材となるため、屋外に放置しないよ
うにしてください。
　　また、木の剪

せんてい
定を行うことで巣を作らせないようにすることができます。

②カラスの巣やひなに近づかないで
　�　カラスは、巣やひなに近づくと後ろから威嚇する習性があります。
　　親鳥の動きに注意し、その場から離れてください。
③ごみ出し時のお願い
　�　ごみは決まった日時・場所に出し、防鳥ネットなどでごみをしっかり覆って
ください。また、ネットに重石などを置き、めくれないようにしてください。
④知らずにしている餌付けをなくす
　　何でも食べるカラスにとって家庭菜園やお供え物は、餌となります。
　　無意識の餌付け（放置した野菜くずやお供え物、家庭菜園の取り残し果実など）に
　なっていないかカラスの目線でチェックしてみてください。
⑤カラス対策は「慣れ」を防ぐことが重要
　�　防鳥テープや爆音器、カラスの死骸模型、黒ビニールなどは、一時的には効果を発揮しますが、
カラスはすぐに慣れてしまいます。「慣れ」を防ぐため、道具を複合的に組み合わせ、効かなくなっ
たら片付け、別の道具を設置するなどの対策を行ってください。
▷問い合わせ
　カラスのごみ被害に関すること＝環境・公園係（☎２２３‐３５３８）
　そのほかカラスの被害に関すること＝農林水産係（☎２２３‐３５４４）

お得な国民年金保険料前納割引制度
　国民年金保険料の口座振替には、月々 6０円割引となる早割制度（当月保険料を当月末振り替え）
や割引額の多い 6カ月・1年・2年前納など、お得に保険料を納付できる振替方法があります。

▽ �申込方法
　�　本人確認書類または基礎年金番号が分かるもの、通帳、金融機関届出印を持参し、八幡年金事
務所または保険年金係で手続きをしてください。

※マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、オンラインで申し込むこともできます。

みんなの ね・ん・き・ん ▽ ��問い合わせ　�八幡年金事務所　（☎６３１‐７９６２）
　　　　　　　保険年金係　（☎２２３‐３５３２）

広
告

電話相談
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